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【目的】わが国の全死因および主要死因別 (悪性新生物 ･心疾患 ･脳血管疾患 ･

肺炎)の男性死亡割合の年次変動に及ぼす年齢､時代およびコホー トの効果を

age-period-cohort(APC)分析によって明らかにすることを目的とする｡【方法】男

性死亡割合は､1950年～2010年の期間で0歳～80歳以上に対し､主要死因別に性

別年齢階級別死亡数を使用して算出し､コホー ト表を作成した｡これにベイズ型

APC分析を適用し､全死因および主要死因別に男性死亡割合に与えた年齢､時代お

よびコホー ト効果を推定した｡【結果】全死因の男性死亡割合のAPC分析の結果よ

り､年齢効果は時代効果やコホー ト効果に比べて大きく､10歳後半と60歳前半を

変化点として増大から低減に転じていた｡時代効果は年齢効果やコホー ト効果に

比べて小さく､1950年～1970年代前半まで増大し､その後 1990年代前半以降穏

やかに低減に転じた｡コホー ト効果は年齢効果と同様に男性死亡割合に大きく影

響し､変化点が 1990年代前半生まれ､1970年代前半生まれのコホー トで増大から

低減に､1920年代前半生まれのコホー トで低減から増大に転じていた｡主要死因

別の男性死亡割合の APC分析の結果より､悪性新生物 ･心疾患 ･脳血管疾患およ

び肺炎のうち悪性新生物の3効果が全死因の3効果と類似した トレンドを示した｡

【考察】全死因の男性死亡割合の年次変動における年齢､時代およびコホー ト効

果は､悪性新生物の男性死亡割合の効果と類似しており､男性死亡割合の年次変

動には悪性新生物の死亡状況が大きく寄与していることが明らかとなった｡


